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キ リス ト教 と歴史学

一 初期キ リス ト教史研究の 立場か ら
一

松　本　宣　郎

1． キ リス ト教 を歴史学 で とらえ る 一 自伝的回顧

　イエ ス と
， 彼の 復 活 を信 じる者 に よ っ て

， 東地 中海世界に 生 まれ た 原始キ リ

ス ト教 が
， 全地 中海世 界 の 支配的宗教 とな っ て 行 く， ほぼ30｛）年の 歴 史の 研 究

が
， 私の 専 門領域 で あ る

。
こ の 時代の キ リス ト教 を 「初期」 と称す るが

， 特 に

私 は初期 キ リス ト教 徒が ，
ロ ー マ 帝 国の 住民 と して

， その 社会 に生 きて い た側

面 を明 らか にす る こ とを ， 研 究の ス タ ー ト時 点か ら
一

貫 して 追究 して きた つ も

りで ある 。 そ して こ の ス タ ン ス は
， 私が キ リス ト教徒 とな っ た 家庭環境や

， 教

会生活 と不可分で あ っ た ように思 われ る 。

　私 の 祖父 はふ た りと も熱心 な ， そ して タ イプ の 異 なる ク リス チ ャ ン で あ っ た 。

父方の 祖父 は岡山の 出身で
， 内村鑑三 を尊敬 して 札 幌の 農学校 に 入 学 し

， 無教

会の 信仰 を得 た。 帰郷 して か らは文書で 政 池仁 の 集会の 機 関誌 な ど を読 んで い

た が ， 晩年 近郊農村 に あ る イエ ス ・キ リス ト教会 の 教 会員 に な っ た 。 聖書 を読

む こ とを生 活の 上 で 欠か す こ とが なか っ た
。

バ ニ ヤ ン 『天 路 歴程 』の こ とな ど
，

私は こ の 祖 父か ら初 め て 聞か された 。 母 方の 祖父 は 岡山市 で 歯科医 を開業 して

い たが ， 井 深梶之助 や 植村正 久 と も関わ りを持 っ た蕃 山町教 会 に 出席 し
，

ほ と

ん ど半世紀 の 間 ， 長老を務め た 。 真摯な ク リス チ ャ ンで あ り ，
か つ 快 活寛容 な

人柄で あ っ た 。 私の そ の 後の キ リ ス ト者 と して の 生 き方の 模範 を
， 私 は こ の 二

人の 祖父 に 見 て お り， また こ とに長老教会 にあ る 者 と して は 母方の 祖 父 を模 範

と思 っ て い る
。 私の 両親は

，
こ の 祖父 た ちの 影響で

， 中年に な っ て キ リ ス ト者

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　81

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Tokyo Union Theological Seminary

NII-Electronic Library Service

Tokyo 　Unlon 　Theologloal 　Semlnary

とな っ た の だ 。

　私 が洗礼 を受 けた の は 高校時代で あ っ たが
， 大 学で は歴 史を学ぶ こ とが 最初

か らの 志望 で あ り， 原始 キ リス ト教 をテ ー マ と した い との 意識 は 早 くか ら生 ま

れ て い た 。 東京大学 の 教 養学部 の 2 年 間 ， 西洋古代 史の ヘ レニ ズ ム 時代 ， 古代

キ リス ト教 史が専門の 秀村欣 二教授 に特 に 親 し く教 えを受け ， 同教授 と
，

キ リ

ス ト教 思想 史の 前 田護郎教授が 指導 して い た聖書研 究会 とい うサ
ー

クル に も属

した 。 両教授共 に無教会の 信仰者 で あ っ た 。 同時 に ， 教 会 人で ある 荒井献氏 の

新約学研 究 か らも学ぶ こ とが 出来た （「『イ エ ス とその 時代』の 荒井献氏1 （『荒

井献著作集』1 「月報」7 岩波書店2001）。

　大学 3 年生 に な っ て
， 古代 史の 少 し専 門的な研 究 を知 り

， 東大 に非常勤講師

で 来 て い た 弓削達氏か ら学ぶ こ と に な っ た 。 氏 は教 会人で
， 社 会科学者で ロ ー

マ 帝国とキ リス ト教 を研 究テ ー マ の 一 つ と して い た 。 早め に私 の 卒業論文の テ

ー
マ に つ い て 教 え を 請い

， 原 始 キ リ ス ト教 の 時代 をや りた い と私が 言うと
，

「史料は 限 定 され て い る し
， 新約学者が 綿密 に や っ て い る か ら

，
も っ と後の 時

代 ，
た とえば 「大迫害」 な ど は ど うだ」 と の 答 えで ， 当時 （1968年）刊行直

後の
， 英国 のW ．H ．　C．　FreIldの 大著 を貸 して くれ た 。

こ れ をそ の まま卒論の 対

象と した の で あ る
。 大迫害 とは

， 303年か ら10年間に わた っ た 迫害で
，

デ ィ オ

ク レテ ィ ア ヌ ス 帝が 始め
，

コ ン ス タ ン テ ィ ヌ ス 帝の ミラ ノ 勅令で 終止符 が打 た

れ た
， 初期 キ リス ト教 に 対す る 最後の 迫害で あ る 。

　 こ の よ うに
， 研 究 の 出発点で 私は よ き先生 た ち に恵まれ た 。 現在 まで の 研究

の 歩み は
， 間違い な くこ れ ら諸教授 た ちの 影響抜 きで は考え られ ない

。 もちろ

ん， 大学 院 に入 り， 研 究職 に つ い て
，

さ らに新 しい 先達 同輩 との 出会い が あ り，

書物 で 学 ん だ欧米の 学者た ちか ら受けた影響 も小 さ くない
。 た だ

， もうひ とつ
，

多分 私 の 心性 の 深 い とこ ろ まで 動 か し， 物 の 見 方 自体 を 変 え させ た 出来事 が
，

1968 年 の 東大紛 争 に端 を発 す る
，

全共 闘運動 とそ れ に 連動 した
， 日本基督教

団の 動揺 を含む ， 行動的知性の 問題提起で あ っ た 。
こ れ らの 運動 自体 に深 く関

わ る こ とは な か っ た の だ けれ ど
，

そ こ か ら私が 感 じ と っ た こ とは
， 歴 史学の 学

問 方法 と して
， 社会総体 を把握す る とか

， 大衆 に 目を 向け る とか ， 権力者で あ
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れ労働者で あ れ
， そ の 行動の 歴 史を単純な史料の 読み で は 再構成 な ど出来 な い

こ とに気づ か され る
， など， 要す る に歴 史の 見方 を深 く， 鋭 くす る契機 とな っ

た の で ある 。 また
， 大学 も日本杜会 も動揺 を経験 した こ の 時期 に ， 教会生 活 を

ほ ぼ 欠 か す こ とな く続け た こ とは ， 世俗 の 大学の 歴 史研 究の 場 に生 きな が ら
，

私が キ リス ト者 と して の 視点を失わずに い られ た背景 とな っ た だろ う 。

　東京大学か ら東北 大学 に働 きの 場 を移 して
， 私は キ リス ト教 の 歴 史をロ ー マ

帝国 の 歴 史の
一

分野 と して研 究す る作業 を一
貫 して 進め た 。 自分の 視座 は神学

あ る い は キ リス ト教 学の
， 歴 史神学で も教会 史 ・教理 史で もな い

，
とい う意識

は強か っ た 。
つ まる と こ ろ キ リス ト教徒の

， 社会 にお け る生 き方を歴史学的 に

研 究す る
，

とい うテ
ー マ がか な り早 い 時期 に 固まっ た の で あ る 。

　私 の 研 究姿勢 は
， 修士 論文 （大迫 害時の 最 も苛烈 な迫害帝で あ っ た マ ク シ ミ

ヌ ス ・ダ イア の 政策 を扱 っ た ）作成の 時で もす で に 多くの 欧米学者の 業績 とそ

の 方法 に学 び
， 影響 を受けて 作 られ て い っ たの だ が

， 専門研究者 とな っ て
， 授

業の 演習の た め に と りあ げた テ キ ス トの 著者 P．Bro  の 研 究 に 触れ た こ とは

も っ と も大 きな出会い だ っ た 。 彼 （英国出身で 現在米国プ リ ン ス トン 大学 ）は

古代末期の 社会 につ い て
，

キ リス ト教 を含む古代 地 中海世界の 宗教 ・意識 ， 要

す る に心性の 展 開 を巨視的 に 捉 え よ うとす る ， 独創的 な学者で あ り， 私の み な

らず世界の 多くの 研究 者 に 対 して 問題提起 をな し続けて い る 。 私の それ まで の

初 期キ リ ス ト教徒迫害の研究が 漠然 と意識 して い た
， 社会に お ける キ リス ト教

徒 ，
とい う問題 をブ ラ ウ ン は きわ め て 鋭 く， 構造 的 に 示 して くれ た の で あ る 。

　 こ れ らの 研究者か ら影響 と刺激を受けて
， 私の 初期 キ リス ト教 史研 究 は続 い

て い る 。 以下 の 節で は
， その よ うな視点か ら， 特に ロ ー マ 帝国社会の 歴 史 と初

期キ リス ト教 の 関わ りに つ い て の 私の 解釈 と
， 新 しい 研 究動 向を述べ て み た い

。

（「初期キ リス ト教論」（岩波講座 『世界歴史 7　ヨ
ー

ロ ッ パ の 誕 生　4 −10世紀』

岩波書店 ， 1998 。 「社 会 的存在 と して の 初期 キ リス ト教徒」（『季刊教 会』47

〈日本基督教 団改革長老 教会協議 会 ＞2002）

11． 初期キ リス ト教 と ロ ー マ 社会史
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　 （1）　 ナ ザ レの イ エ ス像

　歴 史学者 と して
， ナ ザ レ の イ エ ス をロ ー マ 史の 中に位置づ け る こ とに キ リス

ト者 と して あ る程 度の とまどい を覚え た こ とはあ る 。 私 自身の 信仰 の 告白とし

て の イエ ス につ い て ， そ の まま講義 し， 論 文 を執筆す る こ とは 出来なか っ たか

らで ある 。

　現在 ， 歴 史の 分野 で 記述 す る と き， 私 は イエ ス を
， 史的実在人 物 とす る こ と

は 当然 と して
， 以下 の よ うに 捉 えて い る 。 彼 は ユ ダヤ 教の 伝統の 中で 自らを救

い 主 ， 神の 子で あ る との 自覚 を持 ち ， 権威主義 に堕 した ユ ダヤ教 の 指導者 を批

判 し ， 下 層 の 貧 しい
， ある い は女性 ユ ダヤ 教徒 に も眼差 しを向 け ， 悔 い 改 め と

神の 救い を説い た ， ラ デ ィ カ ル なユ ダヤ 教 革命家で あ っ た 。
ユ ダヤ 教指導者は

彼 を杜会 と政 治に 不安をあ お る 存在 だ と して
，

ユ ダヤ に お ける重 罪裁判権 を も

つ ロ ー
マ 属州総督 に 訴え

， 総督 は イエ ス を処刑 した ， と。 イエ ス の 死後 ， 彼が

復 活 した と信 じる 弟子 た ち の 群 れ が 結束を 守 り， 原始キ リス ト教 が 生 まれ た 。

歴史上 の イエ ス に つ い て の 研 究 書は ，今 な お 出 され 続けて い る 。 イエ ス をユ ダ

ヤ 教上層 の 批判者， 反 ロ ー マ の 政治革命家 と見 る 者は なお 少な くな い し
，

また

癒 しの 奇跡で 大衆 を惹 きつ けた カ リス マ 宗教家 ， とす る見方 もあ るが ， 私 は極

端 な政 治性 をイ エ ス に 当て は め るべ きで は ない と考 え て い る 。

　 （2）　 史料 と しての 新約聖書

ペ トロ とパ ウ ロ の 伝道 と
， 初期 の 教会の 状況 は

，
よ り安ん じて （？）研 究対象

とな し得 る と思 うの だが ， 新約聖 書の カバ ー
す る時代 に つ い て は

，
歴 史史料 と

して の 新約 をどう評価す る か
，

とい う問題が ある 。 イ エ ス の な した とされ る奇

跡 を記す福音書の 記述が よ い 例 で あ る 。 新約 の 著 者 は信仰 の 告 白 と して
， あ る

い は 宣伝， 弁明 の た め に書 い た の だ し
，

ま た新約 学研究 に お い て は
， 編集の 意

図が 重視 され て
， 記述 の 事実性 に は 信頼が お か れ な い

，
とい う状況 がある 。 私

は
， 他の 多 くの 歴 史学者 と共に ， 新約諸 文書 ，

こ と に原始 キ リス ト教 に つ い て

の 「使徒言行録」の 記述 は
， 基本的に 史的事実を伝えて い る

，
と見 な して い る 。

文学作品に あ りが ちな誇張や 虚偽 は 含 まれ る に して も， 新約 以外 の 古代ギ リ シ
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ア や ロ ー
マ の 史料 と比 較 して

， 決 して そ の 価値は 低い もの で は ない の で あ る

（こ れ らの 点 に つ い て は 「ロ ー マ 社会史か ら見た初期キ リ ス ト教」 （『歴 史 と地

理』518 〈世界 史の研 究177＞ 山川出版社 ，
1998）参照）。

　原始キ リス ト教 の 成立 は紀元30年代後半で あ る 。 最初 の 集団は ユ ダヤ 教徒 か

らの 改宗者 で あ り， ギ リシ ア 人 ，
ロ ー マ 人 の 参加 も認 め られ る よ うに なる が ，

そ れ以 後 もキ リス ト教 は それ ほ ど増 え る こ とな く，
3 世紀 まで ロ

ー
マ 帝国杜 会

の 少 数 者 で あ り続 ける 。 新約 文 書以 後 ， 使徒 教 父 文 書 （イ グ ナ テ ィ オ ス な

ど） ・聖書外典， 偽典 （ベ トロ 行伝 な ど） ・殉教伝 ・教父著作 ・護教論 ・教 会

史等 ，
キ リス ト教 は多数 の 文書 を生 み 出 して ゆ く。

ロ ー マ 帝 国 にい た る古代地

中海世界の 中で こ れ ほ どの 活動 を示 した宗教 集団は皆無で あ るが
，

だか ら とい

っ て キ リス ト教徒 の 実数 と杜 会へ の 影響力 を過大 に 評 価す る こ とは 決 して で き

ない の で ある 。

　 （3）　 初期 キ リス ト教徒の 社会層

　原始 キ リス ト教会 に お い て は 「原始 共産制」 の 実現 な ど とい うこ とが 聖書か

ら推測 され る
，

とい う見方 もあ っ たが
， 「使徒」 の 記 述 は む しろ そ れ を否定 し ，

信 者た ちが献金を拠 出 して 教 会財 政 を維持 す る とい うシ ス テ ム が 最初か らあ っ

た こ とを示 して い る 。

　そ れ は と もか く初期 の キ リス ト教徒 の 多くはユ ダヤ 教徒で あ っ た こ とは 間違

い ない
。

ユ ダヤ教徒 は ロ ー マ 帝国の 都市 の 人凵 の
一

割か ら二 割を占め る ほ ど い

た と言 わ れ る 。 富 ん だ者 もい た が社 会的 に は元 老院議 員や騎 士 身分 ， 都市の 参

事会員の よ うな 上 層 に 達 す る こ とは 出 来ず ， 中下 層 を 占め て い た と思 わ れ る 。

キ リス ト教 徒が 現 れ た ガ リラ ヤ は農村で あ っ た に して も
，

主要な メ ン バ ー は イ

ェ ル サ レム で
，

ユ ダヤ教徒 と
， 不和 も生 じ させ つ つ 重 な っ て い た 。 や が て不和

が 決定的 に な っ て
，

キ リス ト教徒 た ちの 拠 点 はユ ダヤ を離 れ た東地 中海の 都市 ，

ア ン テ ィ オ キ ア
，

エ フ ェ ソ ス
，

コ リン ト
，

フ ィ リピ
，

テ サ ロ ニ ケ な どに 生 まれ

て ゆ く。
ユ ダヤ か ら旅立 っ た キ リ ス ト教徒 が た ど り着 ける の は ， 港 を持 つ 都市

で あ っ た 。 そ こ に はす で に 多くの ユ ダヤ 教徒が い て
，

シ ナ ゴ グ に 集 ま っ て い た 。
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キ リス ト教徒 は そ こ を最初 の 拠点 と し ， や が て 独立 の 小 集団 を形 成 して い っ た

の だ。
パ ウ ロ は そ の よ うに して生 まれ た諸都市の 小教 会 に伝道 し， 非ユ ダヤ教

徒 をも迎 え入れ たの で ある 。

　最初の こ ろ の 非ユ ダヤ 人 で キ リス ト教 に改宗 して きた人 々 は
， そ れ以前か ら

ユ ダヤ教 に惹か れ
，

シ ナ ゴ グ に出入 りして い た ギ リシ ア 人 ，
ロ ー マ 人だ っ た と

思 われ る 。 そ うで あ っ た以上
， 彼 ら もまた都市の 中下 層民で あ っ た と推測 され

る 。

　か つ て
，

キ リス ト教 が神 の 前に お ける 人間 の 平等 を説 い た
，

と して 初期の 教

会は多 くの 奴隷た ちを迎 えた ， と主張 され た 。 それ は正 し くある まい
。 奴隷 は

所 有者 の 支配 下 に あ り， 自由に 自分 の 信仰 を選べ な か っ た 。 キ リス ト教徒が 所

有 した奴隷に は そ の 可 能性は あ っ た だ ろ うが ， 初期 の 史料 を見 る 限 り， 奴隷 の

キ リス ト教徒は 多くは ない
。 もっ と も，

ロ ー
マ 帝国時代の 奴隷は 解放 され る こ

とが 普通 で
，

そ の 解放 され た 人々 は
， 社会的な地位が安定せ ず ， 自分の 共 同体

とい うもの も持 ち に くか っ た か ら
，

キ リ ス ト教に 救い を求め る 可能性 が高 か っ

た
，

と推測 する学者もい る 。 確実だ とまで は言えない よ うに思 われる 。

　 （4）キ リス ト教徒迫害

　キ リス ト教徒 は ロ ー マ 帝国政府や 都市の権力者 に よる迫害に常 に さらされ て

い た わ けで は ない
。 皇帝 ネ ロ が ロ ー マ の 火事の 放 火犯 として 多数の キ リス ト教

徒 を処刑 した こ と を
，

ロ
ー

マ の 歴 史家 タキ トゥ ス が 「年代記』15巻44節 で 印

象的 に 記 して い るが
，

こ れ は ロ ー マ 市 だ けで
，

ご く
一

時的に生 じた もの で
， し

か も教徒 は信仰 を問題 と され た の で は な く，放火 の 罪 を着せ られ た にす ぎない
。

しか し
， 彼 らは ロ ー マ 市 の 人 々 か ら

， 「忌 ま わ しい 行為で 恨 み 憎 まれ 」， 「有 害

きわ まりない 迷信」 と見 な され て い た 。 そ の 理 由に つ い て は ， 案外明確な答が

与 え られ て い な い
。

　こ の こ とに つ い て は次項で 触れ る 。 さて
，
1 世紀末 こ ろ に は

， キ リス ト教徒

は 胡散臭 い 少数者の グ ル
ー プ と見 られ て い たが ， 通常 は黙認 され ， 個人の 家 を

礼拝所 と して 集 ま っ て い た 。 しか し ， 都市住民 の だれ か が
， 何 らか の 理 由で キ
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リス ト教徒 に 悪意 を抱 く事態 に なる と
， 彼 は その 教徒 を都市の 役人 ， （イタ リ

ア 以外 の 属州の 場合）多くは時 々 その 都市 を訪 れ る総督 に告発 して い る 。 総 督

は こ れ を受けて裁判 を行 い
， キ リス ト教徒 で あ る こ と を認 め た ら処刑 L た 。 初

期キ リス ト教 へ の 迫害は
，

こ の よ うに して 生 じる もの で あ っ た 。 明白な事例 は

2 世紀 初頭 の 小 ア ジ ア の ポ ン トス地 方の こ と と して
，

タ キ トゥ ス の 友人で もあ

っ た総督小 プ リニ ウ ス が
，

トラ ヤ ヌ ス 皇帝宛 て の 書簡 の 中で 詳細 に 記 して い る 。

トラ ヤ ヌ ス は キ リス ト教徒で ある こ とを証 言 し続 けた者を処刑する こ と を是認

して い る 。
こ れが 最初 の 措置で は な く， 1 世紀の

，
い つ か の 時点で そ の 先例 が

生 じた の で あ ろ う。

　とこ ろ が
，

そ の トラ ヤ ヌ ス は ， 総督は市民の 告発が な くて は キ リス ト教徒の

裁判 を行 っ て は な らず ， また 匿名の 告発 を受理 して もな ら ない
，

また告発 され

た教徒が裁判 に 際 して 信仰 を捨 て
， 形 だ けで も神 々 の 像 を礼拝 すれ ば ， 過 去 を

問わず釈放 せ よ ， と命 じて い る 。
ロ ー

マ 帝国 はキ リス ト教徒 の 存在を
， 実質的

に は黙 認 して い た と言 っ て よい の で あ る 。 皇帝が キ リス ト教徒 を特定 して 迫害

を命 じるの は
，
3 世紀半ば以降の こ とで あ り， それ ま で は キ リス ト教 を禁止す

る 法律 な どは な く， 迫害は都市 に お い て ， 市民た ちの 間か ら時折 自然発生的に

生 じる もの に留ま り， 時間 も地域 も限定 され て い た 。 また都 市や 属州の 役人は ，

告発 が あ っ て 初 め て キ リス ト教徒 と対 峙 し， 状況 を勘 案 して 処刑す る事 も釈放

す る こ と もあ っ た の で あ る 。

　キ リス ト教 徒 は ， ロ
ー

マ 帝 国 に お い て い わ ば矛盾 した位置 に お か れ て い た 。

都市 に外 部か ら流 入 した
，

ご く少な い 人々 の 群れ で
， 社 会 に対 して 閉鎖的で 非

協力的な存在 と見な された 。 特に都市の 伝統 の 神 々 へ の 礼拝や祭典 に彼 らが加

わ らず ， 神 殿や 神 々 の 像 を斥 ける姿勢を示 した り， 家族 の 中で信 仰 を守る ため

に孤 立 して 反感 を買 っ て
，

迫害 を招 くこ とに な っ た 。 時 に そ れが 都 市全体の 迫

害に 至 る こ と もあ っ た 。 2 世紀に は ス ミル ナ や リ ヨ ン に その よ うな例 が 生 じた 。

その よ うな状況下 で キ リス ト教徒の 中 には
， 迫害者に対 して 熱狂的に 自ら殉教

の 死 を求め る よ うな行動 を とる 者が 現 れ
， 逆 に迫 害に 容易 に 屈 して 総督が 命 じ

る まま ， 神 々 や皇帝の 像 に礼拝する棄教者 も出た 。
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　 （5）　 キ リス ト教徒 の 心性

　 キ リス ト教 は
， その 実数が まだ きわ め て 少 なか っ た 1 世紀末か ら 3 世紀初 め

の こ ろ か らすで に 多量 の 文書を生 み 出 した 。 その こ と 自体 ， 古代 世界で は珍 し

い 集団で あ っ た と言 える 。 そ れ ら を読 む と （私は
， 上 記の 通 りこ れ ら文書は信

仰 や 教理 上
， また護教 的観点 か らの 創作 を多 く含むが

， 少な くと も古代世 界の

意識 の 枠組 み や社 会的な空気を十分把握 で きる情報 に 満ちて い る ， と考えて こ

れ らを利用す る ）， 初期キ リス ト教徒が 社会に与えて い た ， 特異な ， あ る い は

新 しい 行動様式 や心性 を うか が うこ とが で きる 。 また
， 彼 らに つ い て

，
ロ ー

マ

人 ， ギ リ シ ア 人著作家が言及 した文章 も， タキ トゥ ス を初め と して ル キ ア ノ ス
，

ガ レ ノ ス ら ， 多 くは な い が 知 られ て い る 。 そ れ らか ら も彼 らの 与 え た
，

一
種 の

奇妙 な印象 とい うもの が うか が える の で あ る 。 そ の ような観点か ら鋭い 考察 を

行 っ たの がP．　Brown で ある 。

　 「神 と富 とに兼ね 仕える こ とは 出来な い 」 との 言葉 に 示 され る よ うな
， 富 と

貧 し さ に つ い て の キ リス ト教 の 観念 は
，

な に よ りも財産 を持つ 豊 か な市民 が 評

価 され ， 権力をに ぎる もの で あ り， 下層 の 貧民 は侮 られ る もの で あ っ た地 中海

世界の 都市の 社会に お い て は異質な考 えで あ っ た 。 キ リ ス ト教 が
， 富 を人間の

罪 と結び つ け
， 貧 しい 民衆に 教 会の 門を開 き ， 神の 前の 平等を実践 した こ とは

間違 い ない
。 富者が 教会に 入 る こ とに は抵 抗が あ っ た で あ ろ うが

， 現 に 豊か な

キ リス ト教徒 は存在 す る よ うに な る 。 彼 らは有 り余 る富 を献 金す る こ とに よ っ

て
， 貧民教徒 を助 け ， 自分た ちの 罪 を減 らせ る

，
と教 え られ る よ うになる

。
ロ

ー
マ 帝国都市に は

， 富 ん だ エ リ
ー トが ， 都 市共 同体 の た め に様 々 な財政的奉仕

をす る な らわ し （エ ヴ ェ ル ジ ェ テ ィ ズ ム ）が あ っ た 。 キ リス ト教 会 は こ の な ら

わ しを
， 独特の 意味づ け を施 して 受 け継 い だ と 言え る だ ろ う。

　杜会的な地位や 名誉 を空 しい
，

とす る価 値観 もキ リス ト教文 書で は強調 され

た 。 4 世紀か らは ロ ー マ 市 な どで 教徒 の 墓碑や 棺が 多 く出土す るが
，

そ れ らの

文言は
， 都市市民が 生 前歴任 した公職 を列挙 して きた の とは対照 的で あ る

。

「死」 の 捉 え方 に も一 般社 会 との 違 い が 示 され た 。 死 を最 期 と見 な さず ， 神の

国の 到 来の 時 まで の 眠 り，
と解 した 。 こ の よ うな観念が

，
激 しい 迫害に際 して
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キ リス ト教 と歴 史学

殉教志 向の 教徒が死 を恐れ な い
，

とい うこ と を 口∫能 に した の で ある 。 や は りロ

ー
マ 市 に 多数 あ っ た キ リス ト教墓地 ，

カ タ コ ンベ は
， 教徒 が 迫害の 中 ， 秘 か に

隠れ集 ま っ て い た と こ ろ で は な く， 日常 的 に礼拝す る ため に集 う場所だ っ たの

で ある 。 眠 っ て い る 先人 と共 に ， 彼 らは 永 遠の 神 の 国 を先取 りして味 わ っ て い

たの で あろ う 、，

　キ リス ト教徒 が求め られた倫理 ・道徳 に つ い て もい くつ か の 新 し さが あ っ た 。

小 プ リ ニ ウ ス は
， 裁判 に 際 して 教徒 の 行状 を調査 した が ， そ の 結果 ， 「彼 らは

キ リス トに 対 し
， あた か も神 に対す る ご と くに ，

こ もご も歌 を唱 い
， また何か

犯罪 を しよ う とい う誓 い で は な く， けっ して 盗 み を しない こ と ， 強姦や 姦通を

しない こ と
， 信義 を破 らない こ と，預か っ た もの を， 求め られ た時 に は拒 まな

い こ とを誓 っ た」，
と報告 して い る 。 プ リニ ウ ス は

，
こ れ らの 悪 事 をキ リ ス ト

教徒が 実行 して い る ，
とい う中傷 を耳 に して い た の だ ろ う。 キ リス ト教徒は幼

児の 肉を食べ る 儀式 を行 っ て い る ，
とい う噂 も執拗 に 口 に され た よ うだ 。

　 もちろ ん 上 で 述べ た キ リス ト教徒 の 新 しい 倫理 とは ， こ の ような悪事で は な

く，
た とえば

一
般 に よ く行わ れ て い た 「嬰児遺棄」 を忌避 した こ ととか

，
イ エ

ス の 言葉 に あ っ た 「汝 の 敵 を愛せ 」 ある い は 「迫害す る 者の ため に 祈れ」 とい

うよ うな ， 当時の 社 会通念 の 裏返 しの 倫理 で あ る 。

　こ とにBrovm だ けで な く， 多 くの 研究者が 強調す るの が ， キ リス ト教徒の 肉

体 と性 につ い て の 観念の 特異性 で あ る 。 人 間 の 罪 の も っ と も分か りや す い もの

の
一

つ を
， 彼 らは 肉の 弱 さ に見 た 。

パ ウ ロ の 考えが こ とに 禁欲 を信 者 に 勧 め た 。

完全に性 を絶 て ， とい うの で はな い が ， 結婚はせ ぬ 方が よい とし， 再婚が嫌わ

れ
， 同性 愛が 特 に罪の 象徴 とす ら され た 。 そ の 後の 文書で も，外典文書 な どで

肉欲の 危険性 が繰 り返 し触れ られ る 。

　 こ う して
， 性欲 の 抑制が 信仰生活の 重要な 位置 を占め る こ とに な っ て くる 。

処女 と童貞の 教徒が 教会内で 高 く評価 され
， 既婚者で も

， 性 的関係 を持 た な い

夫婦が 名誉 あ る 立場 に あ る と され る 。 初期 の 教徒の 間で は 接吻 を交 わす こ とを

重視 して い たが ， 男女が 交わす接吻 をや め る よ うに 命 じ られ る 。 す ぐれ た信仰

者 の 要件 に ， 性 的誘惑 を拒否で きる こ と， あ る い は 異性 と同宿 して も性 的関係
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を超越 で きる こ と
， が加 わ っ た 。

こ の よ うな肉体 と性 とを忌避する態度は ロ ー

マ 帝国社 会 に おい て は異 質で は あ っ た 。 こ とに ア ウ グ ス トゥ ス が ， 内乱 を収拾

して 後 ， 政情 の 安定 と共 に
， 内乱期に 低下 して い た モ ラ ル の 復興 と

， 婚姻 ・家

庭 とい う もの の 復権 を政策 と して 進 め て 以 来 ，
ロ ー マ 社会で は 子を産み ， 育て

る こ とが （子捨 て は な くな らなか っ た にせ よ）大 事だ と され た か ら，そ れ と背

反す る 方向の キ リス ト教徒 は好意的に は見 られ な か っ た 。

　もっ と もキ リス ト教 が性の 忌避 に こ だわ っ た 背 景に は
， 彼 らが い かが わ しい

儀式 を実行す る 集団で
， 性 的 に も乱 れ て い る

，
と見 な され た 事実が あ っ ただ ろ

うと思 わ れ る
。 都市 の 中で ご く少数派で 存在 して い た キ リス ト教 徒 と して は

，

い たず らに外部か ら誤解 される こ と を避 ける 必要が あ り，
こ とさ ら に厳 しい 倫

理 を自 らに課 した の で は なか っ た ろ うか 。

　 （6）　 キ リス ト教徒の 融和的態度

　キ リス ト教徒が ロ
ー

マ 帝国 ・地 中海世界の 中 で
， 特 異 な存在 で あ っ た こ との

主張は
，

と もす れ ば キ リス ト教の 社会にお ける 先進性や 卓越性 を示す立場か ら

な される こ とに なる ， そ れ は畢竟キ リス ト教 護教論 の 陥穽 で あ る
，

とい う批判

的論点が ，R，　MacMullenや G，　E ．M ．　de　Ste　Croix， 保坂高殿 など に よ っ て 提示 さ

れ て い る 。

　富 と貧 しさ とい う問題で は ， キ リス ト教会に おい て も富者教徒 が尊ばれ
， 司

教 が 豊か な 生 活を営 ん だ例 も多 く，

一
般社会の 富へ の 評価 の イデ オロ ギ ーが キ

リス ト教 をもしば っ て い た
，

と言わ れ る 。
この こ とに つ い て は上 で 述べ た よ う

に
，

キ リス ト教的な貧富の 観念の 特色で
， ある程度説明 される が ， 教会に お け

る世俗化の 浸透 は否定 で きな い 事実で あ る 。

　性的禁欲 を実行 した の は
，

ひ と りキ リス ト教徒だ けで は な か っ た
，

とい う証

拠 も示 され る 。 キ ケ ロ ー
， 小 プ リニ ウ ス らの ス トア哲学を奉 じた ロ ーマ の エ リ

ー ト政 治 家た ち に は
， 性 へ の 無 関心が あ り， 不 身持 ち な ロ ー マ 人 へ の侮蔑的感

覚が見 い だ せ る 。 夫婦 間の 貞節 は 1
，
2 世紀共通 して ロ

ー
マ 帝国に と っ て好 ま

しい 倫理 課題 で あ っ た 。 反面 ，
キ リス ト教 徒の 問で も性的な弱 さを持つ 人々 の
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キ リ ス ト教 と歴 史学

存在 は 絶えな か っ たの で あ り，
い わゆ る堕 落聖職者 （

一
例 が 3 世紀 東方サ モ サ

タの パ ウ ロ ス ） もい た 。
マ ル キ ア は コ ン モ ドゥ ス 帝の 愛 人で あ っ たが ，

キ リス

ト教 徒 に 寛容 さ を示 し た
，

と して 彼女 に好意的な キ リス ト教 側 の 伝承 もあ る 。

性的関係 に対す る ス タ ン ス は一
般都市民 とキ リス ト教徒 との 間で か な り共通 し

て い た こ とに な る 。

　都市 民衆が 熱狂的に 楽 しん だ ， 戦車競走や剣闘士競技 ， 野獣 を殺戮 す る シ ョ

ー
， 演劇な どの 公共の 娯 楽 をキ リス ト教徒 は ある い は堕落 だ と し ， また 偶像礼

拝 に つ なが る と して 忌避 した こ と もキ リス ト教 史側 か ら強調 され る こ とがあ っ

た 。
こ れ に つ い て は

， まず ， 熱狂性 を愚 か な こ と と して
，

こ の 種の 催 しに冷や

や か な発言 を した の は
， まず ロ ー マ の ス トア 哲学者 で あ っ た と され る 。 テ ィ ベ

リウ ス 帝 は そ の た め に民衆 か ら不 人 気 だ っ た と言 わ れ
，
2 世 紀 の 修 辞 家 デ ィ

オ ・ク リ ュ ソ ス トモ ス も皇帝 マ ル クス ・ア ウ レ リウ ス も競技 に夢中 に なる こ と

の 無意味 さ を説 い て い る 。

　 こ れ に つ い て も反 面 の 事実が あ っ た 。
マ ル ク ス ・ア ウ レ リ ウ ス の よ うな皇帝

も
，

口 とは 裏腹に ロ ー
マ 市大衆の ため に は剣闘士競技 の た め の 豪勢 な支 出 を惜

しま なか っ た の で あ り， 競技場の パ フ ォ
ー マ ン ス は

， 皇帝 と民衆 との ふ れあい

の 場 と し機能 し続 けた 。 そ れ はキ リス ト教 を公認 した コ ン ス タ ン テ ィ ヌ ス帝 以

後 もさほ ど変 わ る こ とは なか っ た の で あ る 。

　古代 世 界に 固有の 奴隷制 とキ リス ト教の 関係 も， 上 と同様の 観点 か ら再吟味

され る 。 古代 世界は 生 産 にお い て も社 会生 活 に お い て も奴隷所有抜 きで は 機能

し得 なか っ た し
， 市民は奴隷の 存在 を当然の こ とと した 。 そ して キ リス ト教徒

もそ の 奴隷観 を共有 して い た。
ロ ー

マ 人 は元来 ， 奴隷 を解放す る こ と もよ く行

い
， 市民 の 奴 隷が解 放 され る とす ぐ市民権 を与 え て い たが ， キ リス ト教 は む し

ろ 奴隷 の 解放 に は消極的だ っ た 。 教 会は
， 多神教 よ りもヒ ュ

ー
マ ン で ， 非人間

的な奴 隷制 に は
， 古代世界で 率先 して 反対 した

， な ど とい う主張は 成 り立 た な

い
，

とMacMullen らは 言 う。 4 世紀の キ リ ス ト教公 認後 の コ ン ス タ ン テ ィ ヌ ス

らの 皇 帝た ち も奴隷制を所与の 前提 と して
， 何 ら廃止 の 動 きを示 さ なか っ た の

だ
，

と。
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　こ れ は事実に近い だろ うが ，

一
面的な見方で は ある 。 ギ リシ ア 文化圏の 奴 隷

解 放 は しば しば神殿 で の 儀 式 を必要 とした 。 司教 た ちは偶像礼拝に ふ れ る解放

の 行為を避 ける よ う指導 した と考え られ る 。 他方 で キ リス ト教 徒 の 信仰共 同体

に おい て は奴隷 を 自由民 と同等 に受け容 れ て い た こ と も認め るべ きで あろ う。

そ して こ の 面で も， すで に ヘ レ ニ ズ ム 時代の 末期 か ら， 哲学者 た ちの 間で奴隷

も人間で あ り， 非道 に 扱 うべ きで な い と主張 され ， ある い は奴隷 制その もの の

矛盾が指摘 されて い た こ とが 想起 され る 。 帝国最盛期 の ス トア哲学者セ ネカ に

も同様の 表現 が 見 られ るの で あ る 。

　キ リス ト教の 反戦平和主 義 も ， 過度 に強調 され る きらい が あ る 。 2 世紀末の

テ ル トゥ リア ヌ ス は
，

ロ ーマ 帝国社会の あ らゆ る働 き場に キ リス ト教徒が い る ，

と誇 ら しげ に言 うが ， その 中 に は ロ
ー

マ 軍隊 も含まれ て い る 。 木寺 廉i太 の 研究

（『占
』
代キ リス ト教 と平和 主義』立 教 大学出版会 ， 2004）が 示 す よ うに ， 教徒

兵士 は
， 少数で はあ る が早 くよ り見 出 され

， 中 には 信仰 を告白 して 殉教 した 兵

士 も知 られ るが ， キ リス ト教 会が兵役忌避 の 主 張 を掲げた とは 言えない
。

　権力や 富を得 る た め に買収や コ ネ な どの 不 正 な手段 を とる 風潮 は
， 全歴 史を

通 じて 知 られ る こ とで あ るが ，
ロ ー マ 帝 国 も同様で あ り，

こ とに 皇帝権力が 強

大 化 し
， 官僚 の 階層化 と税の 加重 ， 帝 国民 の 権 利 の 抑圧 が 進ん で い っ た4世紀

は
， 負担を免れ よ うとす る 人 々 が顕著 に社会的不 正 に手を染 め る とい う状況 に

な っ た
，

と近年の 研究が 主張す る 。 付随 して こ の 時代 ， 社会 を覆う一
種の 閉塞

感 が
， 扇動家の 出現 に よ っ て物理的 な暴力 を引 き起 こ した こ と も知 られ て い る 。

それ は と きに 都市 に お ける 騒擾す ら招 い た の で あ る 。

　 キ リス ト教 もまた こ の 潮流 に悼 さ して い た
，

とい うの で ある
。 すで に 3 世紀 ，

カ ル タ ゴ を中心 に 多数の 教 会が あ っ た 北 ア フ リカ で は司教 の 座 をめ ぐる争い が

激 しく， 買収 も行 わ れ て い る
，

とカ ル タ ゴ 司教 キ プ リ ア ヌ ス が 伝えて い る 。 3

世紀 半ば と大 迫害の 時代 に
，

キ リス ト教徒 をね ら っ て
， 皇帝が 国民 に伝統 の

神々 へ の 祭儀参加 を 強制 した 例 が 何回 か あ る
， その 際に 役人 を買収 して 祭儀証

明書を入 手 した
， 「不 正」 な教徒が 現 れ た 。 彼 らは迫 害後 の 公 会議で処罰 され

て い る 。 あの ア ウ グ ス テ ィ ヌ ス も
， 司教 として様 々 な世 俗 の こ とに 関与 して い
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キ リス ト教 と歴 史学

るが ， 教徒 の 出世の た め に有力 者 に 口利 きを し
，

な に が しか の 賄い を送 る こ と

を ， 当然の こ と と示唆 して い る の で ある 。 また
， 公認 され て 以後 ，

キ リス ト教

会内部の 正統異端の 対立 が 表面 化 し
，

か つ 激 烈 に な る 。 そ の 中で 繰 り返 し暴 力

が用い られた の で あ る 。 三位 一
体の 教 説の 確立 者 と され る ア タナ シ オ ス だ が ，

ア リオ ス 派 との 抗争 に お い て 互 い に 敵 を殴打 ， 拘 束 した り， 教 会に バ リケ
ー

ド

を築か せ た りさせ た
，

と言わ れ る
。

　 こ の よ うに 初期 キ リス ト教徒 も，

一 般社 会常 識 と齟齬 しない 行動を し ， 似た

よ うな意識を もっ た こ とは 多 くの 面で 指摘 され
， そ れ は事実 で あ ろ う。 しか し ，

そ の こ との 意義 には 限界 を付すべ きで あ る 。 あ る 意味 で
，

ロ
ー

マ 帝国の 住民 で

あっ た キ リス ト教徒 として こ れ らは 当然の こ とで あ り， なお か つ キ リス ト教徒

が ひ とつ の 群 と して ロ ー
マ 帝 国 に存 続で きた理 由の

， あ くまで
一

面 と して ， 理

解すべ きで あ ろ う （「古代末期地 中海 世界 とキ リ ス ト教
一

心 性 史的考察の 試み

一
」 （「地 中海学研究』 xml990 ）参照）

IH． 初期キ リス ト教史研 究の 展望

　前節で は ，
こ れ まで の 初期 キ リス ト教徒の 社 会 史的研究 の 流 れ を私な りに整

理 して み た 。 最後に， そ の 流 れ を受 けて
， 現 在 も発見 的 ，

生 産的 に 続 け られ て

い る 諸研究 か ら ，
い くつ か私が 重 要 と思 う論点 を挙 げて み た い

。

　 （1） ユ ダヤ教徒の 間か らキ リス ト教徒が現 れ た こ とを
，

よ り重視す る研究

が 目立 つ （保 坂高殿 な ど）。
パ ウ ロ の 異邦 人伝道 が 注 目 され す ぎて ， イ エ ス の

兄弟ヤ コ ブ
， それ に ペ トロ も有 して い たユ ダ ヤ教 的要素

一
シナ ゴ グ と関 わ り続

ける ，
ユ ダヤ 教 の 祭礼 や 規定を守 り続 け る

， な ど一の 認識の 不十分 さが 指摘 さ

れ るの で あ る 。 「キ リス ト教徒」 とい う呼称が
，

ア ン テ ィ オ キ ア 市 で ， 非キ リ

ス ト教徒か ら出て きた こ とは 象徴的で あ る 。 キ リ ス ト教徒 自身が
， 自分た ちを

ユ ダヤ教の うちにあ る と見 て い た期 間は案外 長 く，
い わ ゆ る キ リス ト教徒の ア

イデ ン テ ィテ ィの 確 立 は 2 世紀 まで は なか っ た
，

と され る 。 従 っ て ロ ー
マ 帝国

に よ る 初期の キ リス ト教徒迫害 も ，
1 世紀の 間は ユ ダヤ教 の 跳 ね上 が り部分 へ

の 弾圧 と認識 されて い た
，

とい う こ とで ある 。 しか し私は
，
64年の ネロ 帝の 迫
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害はそ の よ うに考えて も よい が
，
70年の ユ ダ ヤ第

一
次反 乱後 ，

こ れ か らキ リス

ト教徒が 離脱 した とい う伝承 を信 じ， 依然 として キ リス ト教徒の ア イデ ン テ ィ

テ ィの 確立 を 1世紀末 に見 た い の で ある 。

　 （2） ア イ デ ン テ ィ テ ィ と関連 して
， 初期 の キ リス ト教徒 を一

様 に
， 同 じ信

仰 ， 同 じ心性の 持 ち主だ っ た
，

と単純化すべ きで は ない
，

とい う問題が 提示 さ

れ て い る （K ．ホ プ キ ン ズ
， 本村 凌二 他訳 『神 々 に あふ れ る 世界 』岩波書店，

2003 な ど）。 原 始教 団 に すで に 異端 と見 な さ れ た 者 た ちが い た こ とは 確実で
，

それ もキ リス ト教 の 多様性 の
一

面 で あ っ た の だが ，
ホ プキ ン ス らが 言うの は ，

そ もそ も正 統 の 概 念 自体 が まだ 成立せ ず ，
1 〜 2 世紀 に は イ エ ス の 理解 ひ とつ

と っ て み て も複数 の 考えが存在 した とい うこ とで あ る 。 人 の 子 ， 神の 子， 助け

主
，

キ リス ト
，

な どの 多様 な呼称 が それ を反 映 して い る か もしれ ない とい うこ

とで ある 。 また
， 教徒 と教 会の 関わ りに つ い て も， 周辺 に い た だ けの 者 ，

入 っ

て きて もす ぐ去 っ て ゆ く者 （「イ
ー ジー ラ イ ダー

」）な ど と多様だ っ た
，

とされ
，

こ の よ うなキ リス ト教徒集団は
，

ロ ーマ 帝国 にお ける
， や は り多彩な神々 の 信

者た ち と比 較考察 され る べ きだ ろ う，
と も言 わ れ る 。

パ ウ ロ の 「信 仰 は ひ とつ
，

バ プ テ ス マ は ひ とつ 」 とい う言葉が ， 唯
一

で カ トリ ッ ク （普遍的）な信 仰 を謳

っ て い る に して も ， その 陰で 抑え切 れぬ ほ ど に 多様で
， 多分 に 偏 りが ちな もろ

も ろの 信仰 を教 会 は抱 え込 ん で い た
，

とい うこ と に な る だ ろ う。

　（3）キ リス ト教 その もの
， あ る い は キ リス ト教徒 の 心 性 を巨視的に 眺め る と

い うこ とが もっ と考究 され るべ きで あ る 。 1 世紀 に 生 まれ
，
3 世紀 まで は都市

の 超 少数 派で あ っ た キ リス ト教が ， 3 世紀 後半 か ら 4 世 紀 に 大 き く増 加 して ，

ロ ー
マ 帝国に お ける 立 場 を逆転 させ た過程 を見 る視野 を拡大 させ る とい うこ と

で ある 。 皇帝権力の あ り方 ， 経済 の 変動 ， ギ リ シ ア ・ラ テ ン 文化 と地中海周縁

民族 の 文化 との 相 剋 ， 都市 の 総体 的 な衰退 ， 住民移動 ， 奴隷 か ら市民へ
， 平民

か ら騎士 な どへ の 身分 的上 昇 ， 外民族 の 侵 入 ，
な どの 現象が

， 結局 は古代地 中

海世界の 特質の 変化 ， 衰退 を もた ら した こ とは 間違い の ない 事実で あ る 。 初期

キ リス ト教 の 歴 史は その 際 ， 研究 上 きわ め て 効 果的 なケ ー ス ス タデ ィ の テ ー マ

を提 供す る で あ ろ う。 キ リス ト教 と魔術 ， 教徒の つ い た職 業 ， 杜 会倫理 ， 軍隊
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との 関 わ り，
な どが研 究 され て きた の も，

こ の 大 きな問い へ の 回答 と して 位置

づ け られ るべ きな の で あ る （「古 代地 中海都市の 衰退 とキ リス ト教」 （『西洋史

研 究』新輯32
，
2003）。

　（4）上 記 （2） と関 連す る こ とだが ，
キ リス ト教 が 徐 々 に広が っ て い っ た ロ

ー マ 帝 国は 空 前絶後 の 広 大 な世 界 を 占め て い た 。 都市が 支 配 の か なめ とな り，

帝国全域 に 外見上 共通の都市が散在 し
， 初期 キ リス ト教徒の 多くが そ こ に居住

して い た 。 しか しなが ら，
た と えば 2 世紀の パ レス テ ィ ナ ， 小 ア ジ ア

，
ギ リシ

ア
， イタ リ ア

， ある い は ア フ リカ
，

ガ リア 等 ，
キ リス ト教 徒の 存在が確か め ら

れ る こ れ ら地域 を比 べ る な ら ， それ ぞれ の 地域 の 言語 ， 民族， 文化 ， 社 会 ， 地

勢すべ ての 面 で 極端 な相違 と多様性が あ る こ とは 明か で あ り，
そ れ ぞ れ の 地域

にい た キ リス ト教 は そ の 多様性 をど う反 映 して い た の か ， とい う問題が 残 され

て い る Q

　一
方で

，
ど こ に あろ うとキ リス ト教 は

一
つ で あるべ きだ

，
との 先述の ガ イ ド

ラ イ ン が あ り， 努 め て そ の 実現 は 志 向 され た 。 他方 で
，
2世紀 に 小 ア ジ ア 田 園

で 生 じたモ ン タ ノ ス 派の 運動は
， す で に キ リス ト教以 前か ら存在 して い た独特

の 熱狂性 と
， また 3世紀初 め ， カ ル タ ゴの ペ ル ペ トゥ ア らの 殉教 は ， 北ア フ リ

カ特有の 幻視傾向 と結び つ く， と言 われ ， キ リス ト教 徒が示 した地 域 的特異性

は無視で きない
。 また

， 帝国の 首都 ロ ー マ の 教 会が
，
3 世紀以後は 西方 の 最有

力教会 とな っ たの み な らず ， 東方の 教会に対 して も強力 な指導力を発揮 し ， し

か も一
貫 して 正統信仰の 旗手た りえた 背景に何 が あ っ た の か

，
とい う問題 に も

注目した い
。 あ わせ て そ の ロ ー

マ 教会の
，

ガ リ ア の ル グ ドゥ ヌ ム や 小 ア ジア の

ス ミル ナ ， 東方の イ ェ ル サ レ ム
，

ア レ ク サ ン ドリ ア
，

さ ら に は カ ル タ ゴ な ど
，

地 中海tHr界諸教会 との 頻繁な文書 と人物の 交 流が示す ， 活発 な教会 間 ネ ッ トワ

ー
クの 存在 に は 驚 くべ きもの が あ り， キ リス ト教 の 均

一
性志 向 と地域 的個性 と

い う両面 との 関連 もまた興味 を引 く謀題で あ る 。

　 （5）キ リ ス ト教 の 「発展」 を手放 しで 強調す る こ と は もは や不 可 能で あ る

が
，

で は キ リ ス ト教の 「徐々 た る」拡大の 実態は ど うだ っ たの か 。
こ の こ と に

つ い て は 19世紀の A ．ハ ル ナ ッ クが包括的 に論 じて 以 来 ， あ ま り論議 を呼ば な
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か っ た が
， 社 会学者R ，Starkが キ リ ス ト教徒人口増加曲線の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

を提供 し （起源 の 時 1
，
000人 ， 250年117万人 ，

300年630万 人）， 話 題 と な っ て

い る 。 そ れ に 加 えて
， 女性教徒が 多か っ た

， 若い 教徒が 多か っ た
，

な どの 論点

もこ れ か らの 作業で あ る
。

lV． む すび に代 えて
一

ア ン ビヴァ レ ン トな初期キ リス ト教

　初 期 キ リ ス ト教 と ロ ー
マ 帝 国 との

， 特 に 社 会 にお け る 関係の 歴史の 研究の
，

現況 や展 望を述べ て きた 。 なお 明 らか に すべ きテ ー マ は 多い し ， 私 自身体験 し

た こ とだ が ， 他 の 歴 史学分野 ，
また と きに 歴 史以外の

， 思想 ・哲学 ・経済な ど

の 分野 に お ける 新 しい 方法や 新知見が
， 私 の 課題 に光を投げか ける こ とが大い

に あ り得 る の で ある 。 またそ の よ うな機会 を得 る べ くア ン テ ナ を機能 させ て い

た い の で あ る
。

　 もう
一

つ の キ ー
ワ

ー
ドと も言 える の が ， 初期 キ リ ス ト教史に しば しば見出 さ

れ る 「ア ン ビ ヴ ァ レ ン ト」性 とい うもの で あ る 。 上 で 既 に何度 も指摘 した こ と

で あ る が
，

文書史料 を膨 大 に生 み 出 しなが ら人的実数が 極端に少 なか っ た こ と
，

死刑 され る対象で ある の にか な り自由に活動で きた こ と， 極端に 熱狂的で 殉教

志 向の 教 徒 と信仰弱 く， 迫害 にす ぐ屈 した り教 会を去 っ て ゆ く教徒 の 共存， こ

の よ うに両極端の 人 間や 行動 ， 現象， 思考が ほ とん どの 面で 指摘で きる の が 初

期 キ リス ト教の 重要 と思 わ れ る特性で あ る 。
こ の 点 を常 に 念頭 に 置き，

また そ

の 現象 を出来 る だ け洗い 出 し， その 理 由を問 うて ゆ くこ と
，

こ れ も私の 研 究の

基本 ス タ ン ス で あ る 。
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